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流
通
経
済
大
学
は
2
0
2
1
年

4
月
か
ら「
R
e
b
o
r
n 

R
K
U 

V
i
s
i
o
n
」
を
策
定
、
一
人
ひ
と

り
の
多
様
性
を
尊
重
し
、「
誰
一
人

取
り
残
さ
な
い
」
キ
ャ
ン
パ
ス
づ
く

り
を
進
め
て
い
ま
す
。
そ
の
目
標

を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
キ
ャ
ン
パ

ス
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
地
域
社

会
に
も
積
極
的
に
働
き
か
け
て
い

く
こ
と
が
大
切
、
と
い
う
考
え
か
ら
、

2
0
2
2
年
に
は
、
地
域
と
一
体

に
な
っ
て
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に

取
り
組
み
ま
し
た
。
松
戸
市
と
は

2
0
2
2
年
春
か
ら
打
ち
合
わ
せ

を
積
み
重
ね
、
今
回
の
共
催
イ
ベ
ン

ト
が
実
現
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
メ
イ
ン
と
な
る
「
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
」
を
取
り
囲
む
か
の
よ
う
に
、

体
験
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
や
ス
テ
ー
ジ
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な
ど
様
々
な
活
動
の

実
演
が
キ
ャ
ン
パ
ス
内
で
展
開
さ
れ

ま
し
た
。

新松戸キャンパスを会場に、2022年10月に「地域共生シンポジウム 」を開催しました。
市民一人ひとりが豊かに、支え合いながら暮らしていける共生社会の実現を目指す松戸市と、
地域社会の中で新たな役割を担っていこうという流通経済大学が連携し、初の共催イベントとなりました。
当日は約600人が来場し、国籍や年齢、立場を超えた、
様々な出会いのシーンが生まれました。

「
地
域
に
根
差
す

大
学
」
と
し
て

流経大×松戸市 
地域共生シンポジウム
みんなのために、ひとりのために、見つけよう、いまできること。ここ松戸で
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講
堂
で
行
わ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

で
は
、
様
々
な
立
場
の
登
壇
者
が
、

「
地
域
共
生
」
に
向
け
た
そ
れ
ぞ

れ
の
活
動
や
目
標
を
共
有
し
、
活

発
に
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ル
ー
ル
づ
く
り
を
行
う
行
政
の

立
場
で
あ
る
松
戸
市
の
石
和
田
副

市
長
か
ら
は
、「
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

細
や
か
に
行
お
う
と
す
る
と
、
ど

う
し
て
も
小
さ
な
分
断
が
起
こ
り

が
ち
で
あ
る
」
と
い
う
課
題
が
あ

げ
ら
れ
、
大
学
が
地
域
の
人
た
ち

に
と
っ
て
、
そ
の
人
の〝
属
性
〟
に

関
係
な
く
つ
な
が
り
合
え
る
場
所

に
な
り
、
互
い
の
気
づ
き
を
共
有

で
き
る
場
所
に
な
れ
ば
、
と
期
待

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
松
戸
市
馬
橋
地
区
で
世

代
を
超
え
た
居
場
所
づ
く
り
に
取

り
組
む
恩
田
さ
ん
は
、「
高
齢
者

が
あ
や
と
り
や
折
り
紙
な
ど
の
遊

び
を
子
ど
も
た
ち
に
教
え
る
イ
ベ
ン

ト
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
多
世
代
が

一
つ
の
場
所
に
集
う
こ
と
で
、
新
た

な
価
値
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
」
と

話
し
、
恩
田
さ
ん
た
ち
の
活
動
を

き
っ
か
け
に
、
地
域
の
防
災
や
清
掃

活
動
な
ど
に
幅
広
い
世
代
が
参
加

し
て
い
る
と
い
う
実
例
が
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。

　
一
方
、「
誰
も
や
ら
な
い
の
な
ら
、

私
が
協
会
を
作
ろ
う
！
」
と
日
本

知
的
障
害
者
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ

協
会
を
立
ち
上
げ
、
そ
の
普
及
活

動
に
尽
力
す
る
稻
山
さ
ん
は
、「
障

が
い
者
が
集
ま
っ
て
何
か
を
し
よ
う

と
す
る
と
、
皆
さ
ん
に
と
っ
て
は

思
い
も
よ
ら
な
い
ハ
ー
ド
ル
が
立
ち

は
だ
か
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

流
経
大
と
の
出
会
い
で
、
そ
の
ハ
ー

ド
ル
を
乗
り
越
え
て
地
域
に
出
て

い
く
機
会
が
生
ま
れ
た
こ
と
は
間

違
い
あ
り
ま
せ
ん
」
と
し
て
、
大
学

が
果
た
し
う
る
役
割
に
つ
い
て
言

及
し
ま
し
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
終
盤
に
設
け

ら
れ
た
来
場
者
の
声
を
聞
く
コ
ー

ナ
ー
で
は
、
様
々
な
意
見
や
要
望

を
聞
く
こ
と
が
で
き
、「
共
生
社

会
」
の
輪
を
広
げ
る
重
要
な
一
歩

と
な
り
ま
し
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
地
域
共
生
の
ま
ち
づ
く
り
in
大
学
の
あ
る
ま
ち
松
戸
市
」

　

講
堂
の
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
流
経
大
が

2
0
2
2
年
春
か
ら
定
期
的
に
開

催
し
て
い
る
知
的
障
が
い
者
の
チ
ア

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
体
験
会
に
参
加
し
て
き

た
子
ど
も
た
ち
が
、大
学
の
チ
ア
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
部
「
Gグ

リ

ッ

タ

ー

ズ

L
I
T
T
E
R
S
」

と
初
め
て
コ
ラ
ボ
し
演
技
を
披
露
、

　

成
田
市
の
障
が
い
者
支
援
施
設

「
生
活
工
房
」
に
所
属
す
る
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
の
み
な
さ
ん
の
絵
画
や

ニ
ー
ド
ル
ワ
ー
ク
な
ど
を
紹
介
し
、

展
示
を
通
し
て
地
域
の
み
な
さ

ん
と〝
つ
な
が
る
〟
場
を
創
出
す
る

「
流
経
大
生
が
創
る 

で
あ
う
ア
ー

ト
展
2
0
2
2
」は
、
最
終
日
が
地

域
共
生
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
同
時
開
催

と
な
り
、
来
場
者
は
、
色
彩
豊
か
で

生
命
力
あ
ふ
れ
る
作
品
の
数
々
に

見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
「
で
あ
う
ア
ー
ト
展
」
は
、
今
年
、

東
日
本
大
震
災
の
被
害
に
あ
っ
た

三
陸
沿
岸
を
北
上
す
る
形
で
、
東

北
の
地
で
様
々
な
「
で
あ
い
」
を
導

く
〝
旅
〟に
出
る
計
画
を
進
め
て
い

ま
す
。

ま
た
、
4
月
に
創
部
し
た
ダ
ン
ス

部
は
、
初
め
て
学
生
た
ち
自
ら
が

創
作
し
た
ダ
ン
ス
を
発
表
し
ま
し

た
。〝
ス
テ
ー
ジ
と
客
席
を
一
体
に
〟

と
い
う
ダ
ン
ス
部
西
山
監
督
の
リ
ー

ド
の
も
と
、
着
席
し
た
ま
ま
参
加

で
き
る
「
す
わ
り
ダ
ン
ス
」
で
来
場

者
も
一
緒
に
体
を
動
か
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
種

目
で
も
あ
る
「
ボ
ッ
チ
ャ
」
の
実
演

も
行
わ
れ
、
地
域
社
会
で
積
極
的

に
普
及
活
動
を
し
て
い
る
N
E
C

ボ
ッ
チ
ャ
部
の
み
な
さ
ん
と
、
本
学

の
学
生
・
教
員
が
協
力
し
た
体
験

コ
ー
ナ
ー
で
は
、
子
ど
も
か
ら
大

人
ま
で
誰
も
が
楽
し
め
る
ボ
ッ
チ
ャ

の
魅
力
を
、
多
く
の
来
場
者
と
共

有
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ

し
て
、
流
経
大
に
留
学
し
て
い
る
ア

ジ
ア
出
身
の
学
生
た
ち
に
よ
る
「
バ

ン
ブ
ー
ダ
ン
ス
」コ
ー
ナ
ー
は
、
異
文

化
に
触
れ
た
子
供
た
ち
に
大
人
気

と
な
り
歓
声
が
あ
が
っ
て
い
ま
し

た
。

　

学
生
の
み
な
ら
ず
市
民
の
方
に

と
っ
て
も
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
サ
ブ
タ

イ
ト
ル
の
よ
う
に
、「
い
ま
で
き
る

こ
と
」
を
見
つ
け
る
機
会
が
ち
り
ば

め
ら
れ
た
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

共
有
し
て「
い
ま
で
き
る
こ
と
」を
見
つ
け
る

地
域
社
会
と
“
で
あ
う
”
“
つ
な
が
る
”

「
で
あ
う
ア
ー
ト
展
２
０
２
２
」

パネリスト：石和田二郎
松戸市副市長／建設省、国
交省、復興庁などで公務を
経験し、人の暮らしを整備す
るための制度にも明るい。

パネリスト：稻山敦子　
一般社団法人日本知的障
害者チアリーディング協会
代表理事／障がい者の母
親として、知的障がい者の
スポーツ参加の必要性を強
く感じ、同協会を立ち上げた。

パネリスト：龍崎 孝　
流通経済大学副学長・社
会学部教授／大学の役割
の一つを社会との連携と捉
え、学生による「実学」の機
会として大学と地域の「協
働」の場を模索している。

司会：膳場貴子
流通経済大学客員教授・
TBSテレビ「報道特集」キャ
スター

パネリスト：恩田忠治　
馬橋地区居場所づくり実行
委員会委員長／世代を超え
て地域住民が交流できる居場
所を創出する松戸市の取り組
み「まつどDE つながるステー
ション」の活動を馬橋地区で
行っている。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
登
壇
者

企
画立案・龍崎副学長

’s eye

「地域と共に生きる大学」で
幸福を生み出す

　大学とは教育・研究機関である
ことは第一ですが、同時になぜその
地にあるのか、ということも重要で
す。新松戸キャンパスには門も塀
もありません。キャンパスそのもの
が地域社会に開かれた形で設計さ
れています。この特徴を活かしてい
くことで、地域で唯一の、かけがえ
のない存在になりたいと考えました。
　私はキャンパスを「コモンズ 」に
したいと考えています。地域の人々
誰もが自由に過ごすことのできる

「共有の空間 」としての大学です。
そしてその「コモンズ 」で生み出さ
れるものは、心も体も良好な状態で
いること、つまり「Well-Being 」=
健康、幸福です。
　流通経済大学は「実学 」を大
事にしています。一人ひとりの、さ
らには社会の幸福を実現するには、
『思い 』だけではなく小さくてもい
いので、実際に『行動 』することで
す。今回のシンポジウムが、識者
の対談だけでなく、たくさんの「アク
ト」を展開したのは、学生そして市
民の方が、そこに飛び込んで何か
を感じてほしいからです。自分にで
きる「アクト」を見つけることこそ、
本学が目指す「実学」と考えます。
幸福な社会を実現するのは、一人
ひとりの『思い 』と『行動 』です。
流通経済大学はその機会をどんど
ん作り出していきたいと思います。

パネリストが
参画する
取り組み

障がい者チアプロジェクト
日本知的障害者チアリーディング協会は、
流経大との出会いを経て、現在、新松戸
キャンパス２号館の体育館で地域の方を
対象に体験会を実施中。「スポーツをす
る習慣を持ちにくい知的障がいの子ども
たちに、気軽に楽しくチアに触れて体を動
かしてもらいたい 」（稻山さん）
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「国際文化ツーリズム学科」  ＆「法律学科」が始動します！
国際観光学科、ビジネス   法学科がリニューアル !

2023 年

4月

地域の魅力を掘り起こし世界へ発信する 「法」の知識と論理的思考力はどんな場面でも役に立つ

　法律学科は法律の知識を基礎から学ぶことで、資
格を活かした法律専門職はもちろん、民間企業への就
職から公務員まで、未来の選択肢を最大限に広げられ
る学科です。
　民法や憲法などの法律科目はもちろん、「法廷傍聴」

や「企業法務で働く外部講師による授業」など“法の
現場”に触れる機会が多いほか、物流関係の法科目を
学べることも特色。
　「法」の知識に基づく論理的思考力を活かして、社
会のあらゆる場面で活躍できる人材を育成します。

地域社会とつながる
リアルな学び

資格取得に向けた
サポート体制も充実

社会学部 法学部 国際観光学科 ビジネス法学科

グローバルな視点を養う
多様な文化の在り方や、文化間の交
流・葛藤などの現実を学び、多文化共生
を実現するスキルの体得を目指します。

コミュニケーション、
多様性

●どんな授業?

「異文化コミュニケーション」

「文化人類学」「多文化社会論」など

学びの柱

01
学びの柱

02
学びの柱

03

地域をプロデュース
地域の産業、歴史、文化といった資源を
発掘し、新たな地域の魅力を発信・プロ
デュースする能力を身につけます。

●どんな授業?

「地域研究論」「観光地理学」など

地域活性化、
まちづくり

アイデアを生み出す学び
自然、歴史、文化といった「地域資源 」
をより輝かせ、ビジネスに活かすアイデ
ア創出力を身につけます。

●どんな授業?

「観光マーケティング論」

「観光経営学」など

ビジネス、
マーケティング

プロジェクト学習

まちづくりの現場への参加、
ブライダル業界の体験、旅行
プランの作成・実施など、多
様なプロジェクトを準備

ヨーロッパとつながる
オンライン授業

フランス、イタリアと新松戸キャンパ
スをオンラインでつなぎ、ヨーロッパの

“今”を授業で体感

海外留学・研修

毎年、多くの学生が中長期の留学、
短期の海外研修に参加。行き先
はアメリカ、イギリス、オーストラリア、
韓国、台湾など

法律専門職特殊講義
（行政書士、宅建士）

人気の国家資格である行政
書士や宅建士の試験合格レ
ベルの実力修得を目指す

各種課外講座（無料）

ファイナンシャル・プランニング技
能検定（３級）講座、宅地建物取
引士受験講座、行政書士受験講
座、法学検定試験講座（web受講
形式）、社会保険労務士受験講
座、ビジネス実務法務検定試験講
座（web受講形式）など

法律学習サークル
「龍法会」「法友会」

法学部上級生が1年生などを対象
に週１回、憲法や民法などの勉強
会を開催。宅建士などの資格試
験や公務員試験の対策、授業の
予習復習のほか、卒業生との懇談
会も定期的に開催

法律学科国際文化ツーリズム学科

ビジネス法務

学びの柱

01

企業法務のエキスパートに
取引先との契約締結、顧客とのトラブル
処理、社内の労働問題など諸問題に関
わる法知識、法的思考力を身につけます。

●どんな授業?

「民法」「商法」「労働法」

「金融取引法」など

学びの柱

02
法律専門職

官民双方に貢献
リーガルマインドの重要性を深く理解し、
行政書士、司法書士などの資格を取得し
て官民双方に貢献する人材を目指します。

●どんな授業?

「憲法」「民法」「刑法」「商法」

「行政法」「民事手続法」など

学びの柱

03
スポーツ法務

法学的見地でスポーツを捉える
スポーツを広くビジネスや文化として捉え、
公務や地域社会、国内外の企業や教育
現場で力を発揮できる人材を目指します。

●どんな授業?

「スポーツと法」「法と文化」「民法」

「商法」「労働法」 「スポーツとメディア」など

Depar tment  of  LawDepartment of Intercultural Studies & Tourism

　 1993年の創設以来、観光だけでなく、国際分野、
地域分野、文化研究分野の充実を図ってきた国際観
光学科。30年の節目を迎える2023年に「国際文化
ツーリズム学科」として新たに始動します!

　学科独自の英語教育を基盤に、「コミュニケーショ
ン、多様性」「地域活性化、まちづくり」「ビジネス、マー
ケティング」の3つの柱で、実学的、実践的な教育を
行います。
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で
は
一
体
、
誰
が
こ
の
新
松
戸
キ
ャ
ン

パ
ス
を
設
計
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
こ

に
は
ど
ん
な「
思
想
」
を
潜
ま
せ
た
の
だ

ろ
う
。
3
枚
の
青
写
真
が
あ
る
。
新
設

に
あ
た
っ
て
検
討
さ
れ
た
基
本
設
計

案
で
あ
る
。
2
0
0
2
年
に
大
学
か
ら

建
設
会
社
に
出
し
た
要
望
は
、
収
容

規
模
や
体
裁
・
風
格
・
使
い
や
す
さ
を

考
慮
す
る
こ
と
な
ど
7
項
目
だ
が
、
地

域
社
会
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
特
に

触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。「
学
内
外
に
学

生
が
屯
す
場
所
を
確
保
」
と
い
う
項

目
、「
屯
す（
た
む
ろ
す
）」
と
い
う
表

現
に
は
苦
笑
い
す
る
が
、
あ
え
て
い
え

ば
こ
の
要
望
事
項
が
、
空
間
の
在
り
方

　
『
流
通
経
済
大
学
の
新
松
戸
キ
ャ
ン

パ
ス
は
、
ソ
ル
ボ
ン
ヌ
大
学
の
よ
う
だ
』

　

昨
年
暮
れ
に
、
東
京
工
業
大
学
の
名

誉
教
授
で
、
景
観
論
の
第
一
人
者
で
も

あ
る
中
村
良
夫
さ
ん
と
対
談
す
る
機

会
に
恵
ま
れ
た
際
、
中
村
さ
ん
は
こ
う

表
現
し
た
。
19
年
前
に
建
設
さ
れ
た

新
松
戸
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
、
門
も
な
け

れ
ば
塀
も
な
い
。
目
の
前
の「
け
や
き

通
り
」
か
ら
誰
で
も
、
妨
げ
る
も
の
な

く
キ
ャ
ン
パ
ス
に
入
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
の
様
は
、
ま
る
で
パ
リ
の
ソ
ル
ボ
ン
ヌ

大
学
の
よ
う
だ
、
と
い
う
わ
け
だ
。

　

今
、
大
学
で
は
地
域
社
会
と
の
連

携
を
進
め
る
様
々
な
取
り
組
み
に
挑

戦
し
て
い
る
。
千
葉
県
成
田
市
の
障

が
い
者
支
援
施
設
に
所
属
す
る
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
の
作
品
を
紹
介
す
る「
で
あ

う
ア
ー
ト
展
」
は
、
絵
画
や
陶
芸
を

通
じ
て
、
学
生
や
地
域
の
人
々
が「
で

あ
う
」こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
ま

た
地
域
の
知
的
障
が
い
を
持
つ
お
子

さ
ん
た
ち
に
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
を
体

験
し
て
も
ら
う
試
み
は
、
2
0
2
3

年
か
ら
本
学
の
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部

「
Gグ

リ

ッ

タ

ー

ズ

L
I
T
T
E
R
S
」
の
姉
妹
チ
ー

ム
と
し
て
、
独
り
立
ち
し
よ
う
と
し
て

い
る
。
2
0
2
2
年
10
月
に
は
、
松
戸

市
と「
地
域
共
生
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を

共
催
。
そ
の
テ
ー
マ
は
、「
み
ん
な
の

た
め
に
、
ひ
と
り
の
た
め
に
、
見
つ
け

よ
う
、
い
ま
で
き
る
こ
と
」。
そ
し
て
、

海
の
日
に
実
施
す
る「
海
の
日
ア
ー
ト

フ
ェ
ス
」
も
、
参
加
す
る
み
な
さ
ん
に
は
、

単
に
活
動
の
発
表
の
場
と
す
る
の
で
は

な
く
、
地
域
と
の
結
び
つ
き
を〝
ア
ー

ト
を
通
じ
て
具
現
化
す
る
場
〟、
と
い

う
自
覚
を
求
め
て
い
る
。

　

大
学
が
教
育
・
研
究
機
関
で
あ
る
こ

と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
な
ん
の
た

め
に
そ
の
地
域
に
存
立
し
て
い
る
の
か

を
今
一
度
深
く
考
え
、
地
域
社
会
と

手
を
携
え
て
、
ス
ト
レ
ス
の
な
い
、
幸

福
な
社
会
、
地
域
づ
く
り
の
核
に
な
っ

て
い
こ
う
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
実
践

の
主
体
と
し
て
大
学
を
、「
コ
モ
ン
ズ

＝
共
有
空
間
」
と
名
づ
け
て
み
た
。
門

も
塀
も
な
い
キ
ャ
ン
パ
ス
、
そ
れ
は
ま
さ

に「
コ
モ
ン
ズ
」
そ
の
も
の
で
は
な
い
か
、

と
思
う
。

を
示
唆
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
つ

ま
り
、
明
確
な
目
的
が
あ
る
教
室
や

事
務
室
で
は
な
く
、
何
を
す
る
で
も
な

く
過
ご
す
こ
と
の
で
き
る
場
所
、
誰
が

ど
う
使
っ
て
も
構
わ
な
い
空
間
が
必
要
、

と
い
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

　

こ
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
基
づ
い
て
作
ら

れ
た
3
案
を
見
る
と
、A
案
は
正
方
形

の
校
舎
配
置
、
B
案
は
前
に
広
場
を

置
い
た
構
図
、
そ
し
て
C
案
は
現
在
の

キ
ャ
ン
パ
ス
に
近
い
コ
の
字
型
の
配
置
と

な
っ
て
い
る
。
手
元
の
資
料
に
C
案
決

定
の
理
由
が
書
か
れ
た
も
の
は
な
い
が
、

「
け
や
き
通
り
」
側
か
ら
の
、
外
か
ら

の
人
の
流
れ
を
包
み
込
む
よ
う
な
配
置

と
も
い
え
る
。
そ
れ
は
学
生
だ
け
で
な

く
、
地
域
の
人
々
の「
参
加
」
を
促
す
構

造
、
と
い
っ
て
も
い
い
か
も
し
れ
な
い
。 

 

2
0
2
3
年
の
今
、
流
通
経
済
大
学
が

進
め
よ
う
と
し
て
い
る
地
域
と
の
連
携
、

さ
ら
に
は
共
生
社
会
の
実
現
の
核
に
な

る
、
と
い
う
方
向
性
を
掲
げ
る
私
た
ち

に
と
っ
て
、
20
年
前
か
ら
そ
の
萌
芽
が

あ
っ
た
、
と
い
う
事
実
は
心
強
い
。

　
一
体
「
流
通
経
済
大
学
」
と
は
誰
に

と
っ
て
ど
う
い
う
存
在
な
の
か
、
新
松

戸
、
龍
ケ
崎
、
そ
し
て
付
属
高
校
・
中

学
校
の
中
に
潜
む
そ
の「
ヒ
ミ
ツ
」
を
今

後
探
訪
し
て
い
き
た
い
。

Ex
pl

or
in

g around Ryutsu Keizai University

2 0 2 5 年度に創立 6 0 周年を迎える流通経済大学。
２つのキャンパスを歩きながら、その「魅力」と、

あまり知られていない「ヒミツ」を探訪します。

文：龍崎 孝

流通経済大学副学長・社会学部教授
元毎日新聞社記者、元TBSテレビ政治部長／第30

回日本ジャーナリスト会議JCJ奨励賞「財界と政界～
再編の胎動」（1990年度）／第30回放送文化基金賞

「JNN三陸臨時支局の活動に対して」（2012年度）

Takash i           Ryuzak i
#001

新松戸キャンパス
1号館
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S
o
ry

u
T
a
g
a
m

i

4歳、レオンサーキットにて初めてのレーシングカート

　

テ
レ
ビ
は
カ
ー
レ
ー
ス
か
ニ
ュ
ー
ス
し
か

見
な
い
、
と
い
う
ほ
ど
レ
ー
ス
好
き
の
両
親

の
も
と
に
生
ま
れ
、
自
身
も
幼
い
頃
か
ら

レ
ー
ス
の
世
界
に
魅
了
さ
れ
て
き
た
田
上

さ
ん
。
3
歳
の
と
き
に
訪
れ
た
カ
ー
レ
ー

ス
場
レ
オ
ン
サ
ー
キ
ッ
ト
で
レ
ー
サ
ー
へ
の

憧
れ
を
抱
き
、
4
歳
で
初
め
て
カ
ー
ト
の

ハ
ン
ド
ル
を
握
り
ま
し
た
。
5
歳
で
初
出

場
し
た
レ
ー
ス
で
は
、
い
き
な
り
2
位
を

獲
得
。
そ
の
と
き
の
記
憶
は
今
も
鮮
明
に

残
っ
て
い
る
と
い
い
ま
す
。

　
「
カ
ー
ト
を
操
り
な
が
ら
他
の
選
手
と

バ
ト
ル
す
る
面
白
さ
を
初
め
て
知
っ
た
瞬

間
で
し
た
。
ラ
ス
ト
1
周
で
一
気
に
抜
い

て
2
位
に
な
り
、
還
っ
て
き
た
瞬
間
、
父

に
抱
っ
こ
さ
れ
て
一
緒
に
大
喜
び
し
た
の

を
憶
え
て
い
ま
す
」

　

そ
の
後
も
数
々
の
カ
ー
ト
レ
ー
ス
で
好

成
績
を
残
し
、
レ
ー
ス
に
の
め
り
込
ん
で

い
っ
た
田
上
さ
ん
。
い
つ
の
日
か「
F
1
ド

ラ
イ
バ
ー
に
な
り
た
い
」
と
い
う
夢
を
抱
く

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
初
参
戦
で

ダ
ブ
ル
タ
イ
ト
ル
を
獲
得

　

1９
歳
か
ら
は
、
そ
の
夢
へ
の
第
一
歩
と
し

て
、
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
カ
ー
レ
ー
ス（
※
）の
入
門

カ
テ
ゴ
リ
ー
で
あ
る「
ス
ー
パ
ー
F
J
」に
参

戦
。
2
0
2
2
年
は
、
年
間
4
シ
リ
ー
ズ

あ
る
う
ち「
も
て
ぎ
・
菅
生
S-

F
J
選

手
権
」
と「
筑
波
・
富
士
S-

F
J
選
手

権
」の
2
つ
を
制
し
、W
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
を
獲

得
す
る
快
挙
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。

　
「
こ
れ
ま
で
た
く
さ
ん
の
レ
ー
ス
に
出
て

き
ま
し
た
が
、
実
は
人
生
で
初
の
チ
ャ
ン

ピ
オ
ン
。
長
い
間
、
優
勝
で
き
な
い
ジ
レ

ン
マ
を
抱
え
て
い
た
の
で
す
ご
く
嬉
し
か
っ

た
で
す
。
二
人
三
脚
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
き

て
く
れ
た
両
親
も
と
て
も
喜
ん
で
く
れ

ま
し
た
」

　

優
勝
の
経
験
は
田
上
さ
ん
に
と
っ
て
大

き
な
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
に
。
自
信
が
つ

き
、
気
持
ち
に
余
裕
を
も
っ
て
戦
い
に
挑

め
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
い
ま
す
。

一
生
涯
、
レ
ー
ス
に

携
わ
っ
て
い
た
い

　

田
上
さ
ん
が
流
経
大
の
経
済
学
部
を
選

ん
だ
の
は
、「
い
ず
れ
自
分
の
レ
ー
シ
ン
グ

チ
ー
ム
を
経
営
で
き
る
よ
う
に
」
と
い
う
、

そ
の
先
の
目
標
を
叶
え
る
た
め
。
自
身
を

レ
ー
ス
の
世
界
へ
と
導
い
て
く
れ
た
レ
オ
ン

サ
ー
キ
ッ
ト
で
、
キ
ッ
ズ
カ
ー
ト
の
サ
ポ
ー

ト
や
裏
方
の
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
な
が
ら
、
将

来
の
こ
と
も
し
っ
か
り
考
え
て
い
ま
す
。

　
「
レ
ー
サ
ー
は
ア
ス
リ
ー
ト
と
同
じ
で
、必

ず
引
退
の
時
期
が
来
ま
す
。引
退
後
の

キ
ャ
リ
ア
を
考
え
た
と
き
、今
度
は
僕
が
育

成
側
に
回
っ
て
、レ
ー
ス
界
に
貢
献
し
た
い

と
思
い
ま
し
た
。
ど
こ
ま
で
行
っ
て
も
レ
ー

ス
が
好
き
な
ん
で
す
。死
ぬ
ま
で
レ
ー
ス
に

関
わ
っ
て
い
た
い
と
、心
か
ら
思
い
ま
す
」

　

終
始
、
優
し
い
表
情
で
語
る
田
上
さ
ん

で
す
が
、
言
葉
か
ら
伺
え
る
首
尾
一
貫
し

た
意
思
の
強
さ
に
、
天
性
の
レ
ー
サ
ー
と

も
い
え
る
人
柄
が
に
じ
み
ま
す
。

F
1
ド
ラ
イ
バ
ー
の
夢
に

向
か
っ
て
、
次
の
領
域
へ

  

2
0
2
3
年
か
ら
は
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し

て
F
4
カ
テ
ゴ
リ
ー
へ
の
出
場
を
予
定
。
エ
ン

ジ
ン
、
ボ
デ
ィ
、タ
イ
ヤ
も
馬
力
も
格
段
に
大

き
く
な
り
、最
高
速
度
は
2
3
0
㎞
/
h
の

世
界
へ
と
挑
み
ま
す
。

　
「
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
の
頂
点
で
あ
る
F
1
ド

ラ
イ
バ
ー
に
な
っ
て
、
ワ
ー
ル
ド
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
を
獲
得
す
る
の
が
目
標
。
世
界
で

20
席
し
か
な
い
F
1
シ
ー
ト
を
獲
得
す

る
た
め
、
日
々
レ
ー
ス
の
こ
と
ば
か
り
考

え
、
レ
ー
ス
を
中
心
に
し
た
生
活
を
送
っ

て
い
ま
す
」

　

人
生
の
す
べ
て
を
大
好
き
な
レ
ー
ス
に

捧
げ
る
田
上
さ
ん
。
今
日
も
F
1
ド
ラ

イ
バ
ー
の
夢
へ
と
邁
進
し
ま
す
。

学 生 ピ ッ ク ア ップ

PICK UPPICK UP
STUDENTSSTUDENTS

目
指
す
は
F
1
の
頂
点
。

大
好
き
な
レ
ー
ス
に
人
生
の
す
べ
て
を
捧
げ
る

vol.05
経済学部2年

田
た が み

上蒼
そうりゅう

竜さん

お
腹
に
い
る
と
き
か
ら

エ
ン
ジ
ン
音
を
聞
い
て
育
つ

2002年、茨城県つくば市生
まれ。2022年、フォーミュラ
カーレースのスーパーFJカテゴ
リーにて2つの選手権で優勝。
2023年よりF4カテゴリーに参
戦予定。

田上蒼竜
公式WEB▶︎

※フォーミュラカーレースとは
車輪とドライバーが剥き出しになっている「フォーミュラカー」
で行う競技。車体の種類や馬力、規則によってF1、F2、F3、
F4のカテゴリーに分かれている。田上さんが2022年に参
戦した「スーパーFJ」は日本独自の入門カテゴリーで、マ
シンが統一化され、運転技術で勝負が決まるよう工
夫されている。日本ではスーパーフォーミュラがF2に、
スーパーフォーミュラ・ライツがF3にあたる。

F1

F4

スーパー
フォーミュラ（F2）

スーパーFJ

スーパー
フォーミュラ・ライツ（F3）
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CLUB ACTIVITIES

　授業終わりの新松戸キャンパス、７階フロアにギターやベースの音が

鳴り響く―。ともかく音楽が好き！ というメンバーが集まる軽音サークル

「Permanent Music」。演奏するジャンルは、人気ロックバンドのコピー

やアニソン、ラウド・ハードコアまで、それぞれが自由に楽しんでいます。

バンドのメンバーは固定ではなく、例えば、「今度の学園祭は、クリープ

ハイプの曲をやろう！」と意気投合したメンバーでライブの都度編成する

スタイル。学年も学部も、初心者も経験者も垣根なく交流し、“つなが

れる”のが魅力です。

　ステージに立つのは、毎年恒例の新松戸「青春祭」と龍ケ崎「つくば

ね祭」。そして、2022 年 12 月には、サークルの OB・OG の発案で、現

役生と卒業生による世代を越えたバンドを編成し、柏市のライブハウスで

「RKU Fes」を初開催！ 会場が一つになって大いに盛り上がりました。今

年３月には、龍ケ崎商店街を盛り上げるイベントにも出演予定です。

流通経済大学 教職員紹介

vol.0
5

Permanent Music

　私はメディア社会学を専門として
いて、授業ではメディア研究や社会
調査の基礎的な知識を教えています。
メディアで映し出されているものは
目に見えますが、そこで映し出され、
語られているものの「意図」や、映
されているものの「社会」的側面と
いったものは、実は目に見えませ
ん。メディア研究ではメディアコ
ンテンツの「意図」を見抜く力を「メ
ディアリテラシー」と呼び、社会学
では「社会」を見出す力を「社会学的
想像力」などと呼ぶことがあります
が、どちらも大学を出てからも必要
な力だと思います。メディア研究の
方法や、社会調査の方法は、こうし
た目に見えないものについて様々な
アプローチを使って見えるものにし
ていく、いわば見るための「メガネ」
のようなものです。方法論を学ぶと
いうのはメガネの作り方を学ぶとい
うことで、そこで曲がりなりにでも
メガネをつくることができるように
なれば、「意図」や「社会」をおぼろ
げながらも見ることができるように
なります。最初は瓶の底のようなメ
ガネしかつくることができないかも
しれませんが、メガネをしっかりと
研磨し、焦点を合わせることができ
てくれば「意図」や「社会」は少しず
つ見えてきます。

Y
osh

iyu
ki N

ish
id

a

西田善行 准教授

社会学部

　「好きこそ物の上手なれ」という
慣用句があります。好きになったこ
とは、自然と上達も早くなる。嫌々
やっても大きな成長はできない。そ
ういった意味の言葉です。私の専門
はアメリカ文学で、経済学部では語
学（英語）の授業を担当していますが、
授業では、この教えを忘れないよう
に心がけています。本学には、英語
に苦手意識を持った学生が少なから
ずいます。そのような学生に、英単
語の暗記を強いたり、文法を一方的
に教えたりしても、有意義な学びに
はつながっていきません。苦手だっ
た英語が、授業を受けて、さらに苦
手になってしまうという恐れもあり
ます。では、どうしたらいいのでしょ
うか。こうした学生には、まず何よ
りも、英語を好きになってもらいた
いと考えています。例えば、英語の
歌の一節を声に出してみるだけでも、
その魅力は充分味わうことができま
す。海外の有名人のホームページを
閲覧してみるのも、いい刺激になる
でしょう。こうした経験を通じて、
学生は徐々に英語に親しみを感じる
ようになっていくのです。そして、
それは間違いなく語学力を高めるた
めの、強い原動力となっていきます。
私はこの点を意識しながら、日々教
壇に立っています。 
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三添篤郎 教授

経済学部

好きこそ物の上手なれ方法論が授ける「メガネ」

　本学の社会学部を卒業後、事務職
員として教育学習支援センターで働
いています。最近はセンターも賑わ
いを取り戻してきましたが、ここ数
年は対面での学生生活ができず、交
流の場が少なかった方が多いのでは
ないでしょうか。対面授業が再開し
課題や発表も増え、勉強、就活、友
人など学生生活の中でも様々な悩み
が出てきたかと思います。私も発表
がある授業は緊張してしまい、つい
休んでしまいたくなることもありま
した。しかし「失敗」は悪いことで
はありません。やらないで後悔する
より「とりあえずやってみる」こと
も大事かと思います。私は不安であ
ればそれに備えよう！ と準備に力
を入れました。一人では勇気が出な
い場合は先生や職員に相談してみて
ください。怖いと思っていた先生が
実は話しやすかったなど新たな発見
があるかもしれません。また、学生
の本業は勉強ですが、やりたいこと
を追求する、それを楽しむことも大
切なことだと思います。センターで
は様々なイベントを実施しており、
学内も学生主体のイベントが増えま
した。ぜひ一度参加してみてくださ
い。つい人と比較してしまいがちで
すが、それぞれのペースで学生生活
を楽しんでほしいなと思います。
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竹田くるみ さん

教育学習支援センター

それぞれのペースで
充実した学生生活を！

Twitter：@permanent_rku
Instagram：@permanentmusic_rku

◀

 Twitter

◀

インスタグラム

サークル情報

練習時間
練習場所
所属人数

水・金　18:05～20：00
新松戸キャンパス7階フロア
16名

ライブや
イベントへの
出演依頼も

大歓迎！
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各記事のQRコードからも詳細をご覧いただけます。

▶

最新TOPICSは流経大公式WEBで随時更新中！ NEWS & TOPICS

　いよいよ、付属柏中学校の開校が４月にせまり、昨年 1 2月末
には、野尻理事長、上野学長をはじめ関係の皆様出席のもと、
中学校棟と図書・メディア棟の竣工式を挙行しました。高校との
共用施設である図書・メディア棟と多目的ホールのある中学校２
号館は、１月から利用を開始しています。
　図書・メディア棟は、正門から入るとすぐにあるガラス張りの
開放感あふれる３階建ての建物で、２階には７万冊の蔵書と数多
くの自習スペースを有する図書・メディアセンター、３階には、海
外の中高生とオンラインで交流できるバーチャル留学ルームなど
があります。また、中学校 2 号館には、学年集会に加えてダンス
や卓球など保健体育の授業ができる多目的ホールや音楽室を設

置しました。
　付属柏中学校は各学年定員 1 4 0 名（3 5 人×４クラス）で計
420名ですが、令和5年度は１年生のみを迎えてスタートします。
中学も高校も、生徒一人ひとりと向き合い、新たな施設を有効に
活用しながら、「未来を創造する叡智を養い、自己実現を図るこ
とでグローバルリーダーを育成する」ために、教職員一丸となっ
て取り組んでまいりますので、今後ともご理解とご支援をお願い
申し上げます。

竣工式の様子 中学校校舎 図書・メディア棟

RKU KASHIWA RKU KASHIWA 

HIGH SCHOOL NEWSHIGH SCHOOL NEWS
RKU TODAY

流通経済大学付属柏中学校校舎、竣工

府中の森芸術劇場で10
月9日に開催された「第
22回東日本学校吹奏楽
大会」において１位とな
り、金賞を受賞しました。

吹奏楽部
千葉県教育会館で1 1月1 9 、2 0日
に開催された「第3 5回千葉県高等
学校文化連盟放送コンテスト」の
オーディオメッセージ部門で優秀賞
を受賞しました。

放送部

幕張メッセで開催された
「日本分子生物学会年
会」（11月30日〜 12月
2日）で研究成果を発表

しました。

科学部
柏の葉公園総合競技場で1 1月1 3
日に開催された「第1 0 2回全国高等
学校ラグビーフットボール大会千葉
県大会」で優勝し、2 8 年連続3 0回
目の全国大会への出場を決めました。

男子ラグビー部

★ 流経大付属柏高校ニュース★

詳しくは、流通経済大学付属柏高校の
公式WEBに掲載しています。
https://www.ryukei.ed.jp/

2022年度2学期「全国大会等出場」部活動紹介

文：柴田一浩 校長

2023年8月に開催される
「全国高等学校総合文化祭」

に推薦されました！

日本最大級の総合美術展覧会
「日展」で、経済学部の中原
篤徳教授の彫刻作品「無垢の
予兆」が、内閣総理大臣賞を
受賞しました。

中原教授が「日展」で内閣総理大臣賞受賞

元サッカー日本代表の中澤佑
二さんを招いて「次世代の指
導者を目指す若者たちへ」を
テーマに、ＮＨＫ水戸放送局と
大学セミナーを共催、スポーツ
健康科学部の学生
約270 人が参加しま
した。

中澤佑二さん 龍ケ崎キャンパスで講演

流経大でアート・ディレクターを務
めるニジェリスコイ先生が、オペラ、
ミュージカルなど様々なジャンルのパ
フォーマンスとオーケストラが饗宴する
「オーケストラ・アーツ・ライブ2022」
に出演。一流アーティストたちとコラボ
し、演出も担当しました。

ニジェリスコイ先生 オーケストラライブ出演

日通学園の野尻俊明理事長
が、第８回「物流人間大賞」
を受賞しました。この賞は広く
物流分野で高い功績を示した
人物を顕彰するものです。

野尻理事長が「物流人間大賞」受賞

2017年度に法学部を卒業した
守田英正選手が、2022 FIFA
ワールドカップカタール大会の日
本代表メンバーに選出され、決
勝トーナメントまで戦い抜きまし
た。流経大卒業生がＷ杯代表
選手となるのは初めてです。

サッカー部ＯＢ守田選手 Ｗ杯出場

龍ケ崎キャンパスのつくばね祭を対面形式では３年ぶりに開催。
ライブやダンス、サッカー体験教室など様々なイベントが催され、
多くの方にご来場いただきました。フィナーレでは、400発の花火
が龍ケ崎の夜空を彩りました。

3年ぶり! 第５７回「つくばね祭」　

龍崎副学長がMC
を務 めるBS -TBS
「Style2030賢者が
映す未来」の収録が
新松戸キャンパスで
行われ、11月６日に
放送されました。各
学部から６人の学生
が参加し、ゲストの
慶應義塾大学・若
新雄純准教授と若者の“働く”についてディスカッション。若新さ
んが語る「運を楽しむ」生き方に学生も大きく頷いていました。

BS-TBSの対談番組に学生６人が出演

陸上競技部・駅伝チームと一緒に走って松戸市名産を使ったカ
レーを食べよう、というイベント「Run Run Curry Expo」を松戸運
動公園で開催。㈱博報堂ＤＹＳＭの指導のもと流経大生たちがプロ
デュース、小学生から一般の方まで151人に参加いただき大盛況とな
りました。

「Run Run Curry Expo」開催

毎年恒例の吹奏楽部によるクリスマスコンサートが「ウィンターコン
サート」として装い新たに開催されました。ダンス部との初コラボ
もあり、観客の皆さんと会場が一つに。松戸市民の方から「最
高の一日を過ごせました」と嬉しいお葉書をいただきました。

吹奏楽部「ウィンターコンサート」 '2211/6'2212/25

'2212/1

'2212/2

'2212/14

'2211〜12月

'2211/6

'2211/4

'2212/4
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　現役時代は何を食べるかよりも、いつ食べるかを意識して
いました。一般的に栄養学ではトレーニング前に何かを食べ
て血糖値を上げると良いとされていますが、この理論は自分
の競技パフォーマンスには一部そぐわないところがありまし
た。あえて何も食べずに練習して筋グリコーゲン（筋肉収縮
のためのエネルギー源）の枯渇状態を作り、トレーニング後
に糖質を補給する。そうすることで筋グリコーゲンがしっかり
貯まることを実感できました。
　オリンピックを目指すようになってからは、野菜や肉・魚など
をバランスよく食べ、高カロリーで栄養がない嗜好品は自然
に摂らなくなりました。サプリメントやプロテインにも一切頼ら
ず、腸内環境を整える食事を普段から心がけていました。
　競技によっては体重の変化が大きく影響しますが、過度
なダイエットは良くありません。極度の制限をせずに、補給し
たい分食べて、食べた分は活動で消費すればいい。「食」
を楽しみつつ自身の競技に合ったコントロールをすること
が大切です。

田山寛
ひ ろ か つ

豪の「食生活」

・日本選手権最多優勝11回

トライアスロンで五輪4大会連続出場

（スポーツ健康科学部 准教授）

※本記事は、食＝SHOKUプロジェ
クトの一環として、スポーツ健康科
学部の学生たちが田山寛豪先生
に行ったインタビューのレポートを編
集したものです。

食＝SHOKU
プロジェクト
公式WEB

田山寛豪先生
インタビュー
レポート

プロテインやサプリメントに頼らず、普段の食生活の中で必要な栄
養をバランスよく摂るという姿勢は、2010年、2017年に国際オリン
ピック委員会が発表したスポーツ栄養学に関する声明とも合致して
います。こうした声明が出される前から実行し、トップアスリートとして
活躍してきた田山先生の強さは素晴らしく、流経大出身者であるこ
とを誇らしく思います。現在、後進の育成指導に従事されている先
生は、真の意味で「強い選手」を育む指導者であると感じました。

●先日のことである。授業を終えて、新松戸キャンパスから出ようとし
たとき、元気のいい声が耳に飛び込んできた。顔をあげると、けやき通
りに面した本学の屋外階段で、地元の子どもたちが楽しそうに遊ん
でいた。近くでは、保護者の方々がリラックスした様子で談笑している。
その光景を見て、思わず胸が熱くなった。
●本誌でも紹介したとおり、流経大はこれまで、地域の方 と々の交流
をはかるイベントを定期的に開催してきた。昨秋には、「地域共生シン
ポジウム」を松戸市と共催し、学内外から多くの方にお越しいただい

た。近隣にお住まいの方 と々直接お話しすることができ、学生も教職
員も充実した一日を過ごすことができた。
●こうしたイベントを通じて、本学は今、より地域に開かれた大学へと
生まれ変わろうとしている。だからこそ、キャンパスに子どもたちの姿を
発見したとき、心の底から嬉しくなった。流経大が地域の方に利用さ
れる場所になってきたことを、素直に喜びたい。ぜひ読者の皆さんに
も、気軽に足を運んでいただければ幸いである。

編集後記




